
第 23 回　稲門建築会 特別功労賞（業績）　　遠藤　勝勧（友GB2903007）　遠藤勝勧建築設計室　

【略歴】
1934( 昭和 9)　年　東京に生まれる
1954( 昭和 29)  年　早稲田大学工業高等学校卒業
1955( 昭和 30)  年　菊竹清訓建築設計事務所入所
1994( 平成 6)　年　菊竹清訓建築設計事務所退所
1996( 平成 8)　年　遠藤勝勧建築設計室設立　

【菊竹清訓建築設計事務所在籍中の主な担当作品】
1956 年　石橋美術館（福岡県久留米市）
1959 年　蟻ビル（福岡県）　
                   島根県立博物館（松江市）
1963 年　出雲大社庁の舎（島根県出雲市）
1964 年　ホテル東光園（鳥取県米子市）
1966 年　都城市民会館（宮城県都城市）
1967 年　佐渡グランドホテル（両津市）
1968 年　萩市民館（山口県萩市）
1979 年　田部美術館（島根県松江市）
1992 年　早稲田大学戸山キャンパス図書棟（東京都新宿区）
1993 年　江戸東京博物館（東京都墨田区）
1994 年　久留米市庁舎（福岡県久留米市）

【遠藤勝勧建築設計室の活動】
1996 年　花井邸改装（東京都内）
1998 年　米原山荘（共同設計・千葉県市原市）
1999 年　S・T邸増築（東京都内）
                    I・T・DESIGN　STUDIO（東京都内）
                   H 別邸（共同設計・長野県軽井沢市）
                   住友邸（徳島県山川町）
2000 年　名取邸（山梨県明野町）
                   松原邸改装（東京都内）
2014 年　佐藤邸（神奈川県相模原市）

【設計監理技術指導】
1999 年　先端科学技術体験センター（岐阜県瑞浪市）
2000 年　海南市わんぱく公園（和歌山県海南市）
2001 年　佐久市こども未来館（長野県佐久市）
2002 年　横浜港大桟橋国際客船ターミナル（神奈川県横浜市）
2004 年　桑沢デザイン研究所（東京都渋谷区）
2007 年　港区立飯倉保育園（東京都港区）
2008 年　やすらぎガーデン（東京都内）

2010 年　峰岡幼稚園（神奈川県横浜市）
2011 年　大泉学園実習ホーム（東京都練馬区）
2012 年　鶴川駅前公共施設整備（東京都町田市）
2013 年　関東学院六浦認定こども園化に係る新棟建設工事（横浜市）

【主な著書】
「見る測る建築」2000 年　TOTO出版
「建築製図」共著 2008 年　朝倉書店
「スケッチで学ぶ名ディテール」2009 年　日経 BP社
「行く /見る / 測る / 考える」共著 2011 年　鹿島出版
「菊竹学校」共著 2015 年　NPO建築文化継承機構

【功績と推薦理由】
　遠藤勝勧氏は、1955 年に菊竹清訓建築設計事務所に入所して以来、40 年間にわたり菊竹清訓氏のなくてはならない片腕として主要プ
ロジェクトに関わられました。一所員という枠を超えた存在として活躍され、菊竹氏の抽象的なイメージを具体的な建築として具現化
する実務者、クライアントとのコミュニケーター、事務所のまとめ役としての役割を長年にわたり果たされました。
　菊竹事務所を退所されてからは、ご自身の事務所を開設され、設計活動を続けるとともに、菊竹事務所OBの事務所などの所員の指導、
海外建築家の日本でのプロジェクトのサポート、公立の中学校での建築についての講演など、多彩な活動をされてきました。特に、国
際コンペで当選した FOA（ポロ＆ムサヴィ）設計の横浜港大桟橋国際客船ターミナルの現場監理を担当され、うねるようなデザインで
非常に難易度の高いスチールプレート造の建築の具現化に尽力されました。中学校の講演では、黒板に大きな図面を描かれたところ、
その迫力に目付きが急に変わったそうです。
　菊竹事務所に入所された直後から、国内外の建築の実測を丹念に行ない、肝となる部分を正確に記されています。著書「見る測る建築」
にその詳細が書かれています。実測することにより、建築のスケール感やディテールの観察眼を鍛えることができ、その建築の良さや
改善すべき点に気づき、設計のスキルを身につけることができます。また、氏の手帳にはクライアントや施工者との打ち合わせの状況、
スケジュールなどがスケッチとともに小さな文字でびっしりと綿密に記され、プロジェクトにかかわるヒト、モノ、コトがすべてわか

　建築の設計はアイディアだけでは成り立たず、エーロ・サーリネンやケヴィン・ローチのパートナーとして、ジョン・ディンケルー
が存在したように、モノを知りマネジメントにたけた実務を司る優秀な人材が必ず必要です。遠藤氏はそのような役割を菊竹事務所で
果たすとともに、すべてがディジタルに移行しようとしている今日にあたって、アナログの大切さを実測スケッチや手帳、著作、後輩
への指導で伝えようとされています。
　その姿勢は、まさに早稲田建築が目指してきたところそのものであり、ここに稲門建築会特別功労賞（業績）に推薦いたします。

推薦者　亀井　忠夫（苗 S52）
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